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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
４
月
に
最
上
位
計
画
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
根
幹
と
な
る
、
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
５
月
の
市
長
選
挙

に
お
い
て
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
３
期
目
の
ご
信
託
を
賜

り
市
長
に
就
任
し
、
10
月
に
は
、
現
市
庁
舎
の
耐
震
性

不
足
や
老
朽
化
の
解
消
等
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、
新

庁
舎
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

本
年
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、
第
５
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
に
掲
げ
る
将
来
都
市
像「
人
が
つ

な
が
り　

未
来
に
つ
な
ぐ　

緑
豊
か
な　

笑
顔
あ
ふ
れ

る
ま
ち　

や
ち
よ
」の
実
現
に
向
け
、
子
ど
も
・
子
育
て

に
関
す
る
施
策
を
第
一
に
据
え
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

４
月
に
は
児
童
福
祉
・
母
子
保
健
両
部
門
が
連
携
す
る

（
仮
称
）こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
相
談
支
援

体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
西
八
千
代
地
区
に
み

ど
り
が
丘
第
二
小
学
校
の
開
校
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
併
せ
て
中
学
校
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
達
が
安
心・安
全
な
環
境
で

教
育
活
動
等
を
行
え
る
よ
う
、
ま
ず
は
中
学
校
体
育
館

の
エ
ア
コ
ン
を
７
月
稼
働
に
向
け
て
整
備
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
民
体
育
館
や
道
の
駅
や
ち
よ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
等
、
各
種
事
業
を
進
め
つ
つ
、
収
束
す
る
時

期
が
見
通
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
物
価
高
騰
に
つ

い
て
も
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
対
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
午
年
で
す
。
馬
の
よ
う
に
果
敢
に
挑

む
精
神
で
、
一
歩
一
歩
確
実
に
市
政
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
と
ぞ

ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
健
や
か
で
素

晴
ら
し
く
充
実
し
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス

ト
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
安
楽
宙

斗
選
手
が
引
き
続
き
世
界
的
な
活
躍
を

さ
れ
、
県
立
八
千
代
高
等
学
校
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
や
八
千
代
松
陰
高

等
学
校
陸
上
競
技
部
が
全
国
大
会
に
出

場
さ
れ
た
ほ
か
、
本
市
の
出
身
選
手
が

大
い
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
に
は
市
役
所
新
庁
舎
建

設
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
、
令
和
10
年
度

の
供
用
開
始
に
向
け
て
動
き
出
し
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
規
模
地
震
が

起
き
た
と
き
に
本
部
が
置
か
れ
る
庁
舎

を
堅
牢
な
建
物
と
す
る
こ
と
が
建
替
え

の
目
的
の
一
つ
で
す
。
竣
工
後
は
本
市

に
新
た
な
活
力
を
も
た
ら
す
拠
点
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
４
月
に
は
「
い
つ
ま
で

も
微
笑
み
続
け
る
八
千
代
の
桜
」
を
テ

ー
マ
に
２
０
２
６
全
国
さ
く
ら
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
in
八
千
代
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
の
桜
の
名
所
が
あ
る
自
治
体
で
開

催
さ
れ
る
大
会
で
千
葉
県
内
で
初
の
開

催
で
す
。
新
川
千
本
桜
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今

年
は
、
ぜ
ひ
、
お
花
見
と
と
も
に
参
加

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

本
年
も
、
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を

よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
け
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
議
会
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

っ
て
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

■
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

八
千
代
市
長　

服
部　

友
則

市
民
の
暮
ら
し
を

　
　

よ
り
豊
か
な
も
の
に

八
千
代
市
議
会
議
長　

末
永　

隆

広報広聴課からのお知らせ
■広報やちよポスティングサービス
　広報やちよは新聞を購読している人に折り
込みで配布していますが、購読していない人
に、郵便受けなどに配達するポスティングサ
ービスを行っています。ご希望の場合は広報
広聴課 421-6704へご連絡ください。また、
市内各所にも広報やちよを配架しています。
　▶配架場所　支所・連絡所、公民館、図書
館、その他公共施設（保健センター、セントラ
ルスポーツ生涯学習プラザ、農業交流センタ
ーなど）、市内鉄道各駅（京成本線・東葉高
速線）、市内商業施設（イオンモール八千代
緑が丘、イトーヨーカドー八千代店、カスミ八
千代大和田店、ヨークマート、セブンイレブン
市内各店舗）、コミュニティバス
など。配架部数には限りがありま
す。詳しくは、右のコードから市
ホームページをご覧ください。
■市ＬＩＮＥ公式アカウントを活用しましょう
　暮らしに役立つさまざまな情報を受信した
り、便利な機能を利用することが
できます。ぜひ、右のコードから
友だち登録してご活用ください。
◯自分が欲しい情報、自分にあったメニュー
を選択　「受信設定」で受信したい情報を選
択すると、欲しい情報だけがお手元に届くよ
うになります。また、メニューも通常メニュー
と子育て世帯向けメニューの２種類から選択
できます。なお、災害やライフラインに関する
緊急情報や行方不明者情報、広報やちよは、
友だち登録をした全ての人に配信します。
◯ごみの収集日等を定期的にお知らせ　お住
まいの地域などを設定すると、ごみ収集日の
前日と、収集日当日にお知らせを受け取るこ
とができます。このほか、市税などの税目を選
択すると納期限のお知らせを受信できます。
■やちよ文芸の作品を募集しています
　毎月15日発行の広報やちよでは、読者の皆
さんから投稿された短歌や川柳、俳句の中か
ら優良作品を選定し、掲載しています。作品
は随時募集しています。はがきに投稿作品の
種類（短歌・川柳・俳句※混合はできませ
ん）、未発表の短歌（三首まで）、川柳（二
句まで）、俳句（二句まで）、住所、氏名
（フリガナ）を書き、〒276-8501市役所広報
広聴課へ郵送してください。締め切りは毎月
末です。 （広報広聴課 421-6704）

▲配架場所一覧

不法投棄通報受付専用電話
フリーダイヤル（ファクス兼用）

0120-8
やち

4
よ

4
し

-5
ゴ

3
ミ

0
ゼロ

粗大ごみ受付専用電話
（収集依頼受付・要予約）
483-4506

月〜金曜日９時〜16時30分
（祝日・年末年始を除く）

年始における資源物・ごみの収集開始日のお知らせ

◆
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課
（
４
２
１
）６
７
６
８

ま
た
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
４
８
３
）４
５
２
１
（
４
８
６
）１
０
１
１
へ

　年始における資源物・可燃ごみの収集は５日㈪、不燃・有害ごみの収集は６日㈫の各地区の該当日
からです。粗大ごみの収集申し込みと清掃センターへのごみや資源物の持ち込みは５日㈪からです。
年始はごみや資源物の量が多く、各集積場所の収集が遅れてしまうことが予想されます。
　本年も引き続き、ごみの減量と適正排出にご理解・ご協力をお願いします。

コ
ー
ス

該　　当　　地　　域 
※使用している集積場所の地域

指 定 袋 使 用 資源物

1

大和田（成田街道南側）
村上（3200・3300・3500番台の成田街道南側）
萱田町（成田街道南側）
大和田新田（県道幕張八千代線東側）
高津（県道幕張八千代線東側）

６日（第1火）
20日（第3火）

月
・
水
・
金　

12
日
は
収
集
あ
り

　
　
　
　

２
日
は
休
み

木　

１
日
は
休
み

土　

３
日
は
休
み

2 八千代台北 13日（第2火）
27日（第4火）

3 八千代台西、八千代台南 ６日（第1火）
20日（第3火）

4 八千代台東 13日（第2火）
27日（第4火）

5 上高野 ７日（第1水）
21日（第3水）

火
・
木
・
土　

１
・
３
日
は
休
み

金　

２
日
は
休
み

月　

12
日
は
休
み

6 村上団地、村上881〜885番地 14日（第2水）
28日（第4水）

7 村上（881〜885番地を除く新川東側）、下市場、
村上南、勝田台北

７日（第1水）
21日（第3水）

8 神野、保品、下高野、米本、米本団地、堀の内
14日（第2水）
28日（第4水）

コ
ー
ス

該　　当　　地　　域 
※使用している集積場所の地域

指 定 袋 使 用 資源物

9

村上（成田街道北側で新川西側）、萱田町・萱田・
大和田（成田街道北側から東葉高速線南側）、大和田
新田（300・400・500・700 番台の成田街道北側か
ら東葉高速線南側）、大和田新田（477・507・510・
511番の東葉高速線北側）、ゆりのき台1・2丁目

休み（第1木）
15日（第3木）

月
・
水
・
金　

12
日
は
収
集
あ
り

　
　
　
　

２
日
は
休
み

火

土　

３
日
は
休
み

10
高津（県道幕張八千代線西側）、高津東
大和田新田（100・200 番台の成田街道南側で
県道幕張八千代線西側）

８日（第2木）
22日（第4木）

11 高津団地大和田新田（１～99番地の成田街道南側）
休み（第1木）
15日（第3木）

12
大和田新田（900・1000・1100 番台の成田街
道北側から東葉高速線南側）、緑が丘2～4丁目、
緑が丘西（東葉高速線南側）

８日（第2木）
22日（第4木）

13 勝田台 休み（第1金）
16日（第3金）

火
・
木
・
土　

１
・
３
日
は
休
み

水

月　

12
日
は
休
み

14
勝田台南、勝田、麦丸、ゆりのき台3～8丁目、
萱田町（500番台を除く東葉高速線北側）
萱田（東葉高速線北側）

９日（第2金）
23日（第4金）

15
萱田町（500番台の東葉高速線北側）、大和田新田

（477・507・510・511番を除く東葉高速線北側）、吉橋、
尾崎、緑が丘１・5丁目、緑が丘西（東葉高速線北側）

休み（第1金）
16日（第3金）

16 真木野、小池、佐山、平戸、神久保、島田台、島田、桑橋、桑納、大学町
９日（第2金）
23日（第4金）

１
月
の
資
源
物
・
ご
み
収
集
日

不燃ごみ
有害ごみ

可燃
ごみ

びん類
缶・金属類
ペットボトル

紙 類
布 類

不燃ごみ
有害ごみ

可燃
ごみ

びん類
缶・金属類
ペットボトル

紙 類
布 類




